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大学院教育プログラム推進委員会委員長　殿

専攻・講座名
学年・氏名

「海外科学英語実習」の実習報告をします。

記

1． 英語での講演・議論をおこなった海外の訪問研究機関、研究集会、サマースクール等の名称

2． 訪問先の所在地、研究集会・サマースクール等の開催地
3． 訪問・開催日程　　　　　　　　年　　月　　日　～　　年　　月　　日
4． 旅行期間　　　　　　　　　　　 年　　月　　日　～　　年　　月　　日
５．訪問研究機関、　研究集会、研究集会・サマースクール等のホームページのURL（もしあればお書きください。）

6． 訪問、参加に関する報告

〇別紙A４用紙2枚（フリー・フォーマット）で作成し、この報告書に添付すること。

以下に示す実習の詳しい内容の説明や写真を含めること

・　訪問研究機関で研究遂行のための議論・討論等を行った場合は、得られた成果（研究テーマとの関係について言及のこと）、感想等

・　研究集会で発表を行った場合は、発表題目とその内容、聴衆の反応、発表感想等

・　サマースクール等に参加した場合は、そこで得られた成果（研究テーマとの関係について言及のこと）、感想等

　　　　

７．訪問の成果、発表内容の提出と公開性
提出されたファイルはイニシアティブの活動資料（Webへの掲載もあり）となりますので、可能な限り提出

していただくことをお願いしています。

· 訪問で得られた成果、発表に使用したファイル（pdf/ｐｐｔ等）は公開可能なので、参考資料として提出します。

· 訪問で得られた成果、発表に使用したファイルは提出できません。
（注）この場合、その理由書（別紙：任意フォーマット）を提出願います。
８．報告書提出先　

報告書はメールにて、大学院教育プログラム推進支援室（新Ｂ棟　Ｂ1102-B）　　高橋伸江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　e-mail：　n.takahashi@cc.nara-wu.ac.jp 　（内線：３８１５）

